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1999 年から 2010 年までに当院で 3-4 歳時に遺残性亜脱臼に対して MRI 撮影後、保存的に経過
観察が可能であった 40 例 45 股を後方視的に調査した。MRI の T2*強調像の大腿骨頭中心をとお
る冠状断像で関節唇の外反の程度を評価した。超音波で用いられる関節唇の指標（β角）を MRI
にも適用して関節唇の外反の程度を評価した（MRIβ角）。MRIβ角が大きければ関節唇外反の程
度が強い。Outcome は最終調査時の臼蓋形態の X 線評価指標である Severin 分類で評価した。最
終調査時 Severin 分類 grade I,II を良好群、grade III,IV を不良群とした。最終調査時年齢は良
好群で 9.8 ± 2.6 歳(6.0-15.0)、不良群で 8.2 ± 2.6 歳(6.0-14.0)であった。3-4 歳で撮影した単純 X
線と MRI 画像の所見を良好群と不良群で比較した。 
 
（結果） 




る MRIβ角のカットオフ値は 65°で特異度が 92％、感度が 53％であった。 
 
（結論） 




              











【対象と方法】1999 年から 2010 年までに 3-4 歳時に MRI 撮影した後、保存的に経過観察が可能で
あった遺残性亜脱臼 40 例 45 股を後方視的に調査した。MRIT2*強調像の大腿骨頭中心を通る冠状断
像で、超音波で用いられる関節唇の指標（β角）を MRI にも適用して関節唇の外反の程度を評価し
た（MRIβ角）。MRIβ角が大きければ関節唇外反の程度が強い。Outcome は最終調査時の臼蓋形態
の X 線評価指標である Severin 分類で評価し、Severin 分類 grade I・II を良好群、grade III・IV
を不良群とした。また他の股関節疾患で同じくらいの年齢（3-4 歳）で MRI 撮影した 18 例の健側
18 股を正常対照群とした。最終調査時年齢は良好群で 9.8 ± 2.6 歳(6.0-15.0)、不良群で 8.2 ±
2.6 歳(6.0-14.0)であった。 











較した優劣、乳幼児に対する鎮静を使用しない MRI 撮影法などについて、7 項目の質問がなされ
た。第１副査の植木教授からは MRIβ角の測定方法や、測定の再現性、股関節内側の寛骨臼横靭帯
や大腿骨頭靭帯が遺残性亜脱臼に与える影響などについて、3 項目の質問がなされた。第 2 副査の
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